
土砂災害対応訓練の実施 青梅市

・土砂災害対応訓練時に、消防署・消防団と連携し水防訓練を実施。
・地域住民の方々は各種体験（簡易水防訓練・降雨体験・高齢者疑似体験等）に参加。
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生徒を巻き込んだ避難所開設・運営訓練 福生市

令和４年10月16日（日）に実施した福生市総合防災訓練では、市職員、学校教職員及び
地域住民が主体となって、市立小中学校10校及び防災食育センターで避難所開設・運営訓
練を実施した。

そのうち、一部の市立中学校では生徒も参加し、感染症対策に配慮した避難所開設・運
営の方法について学ぶ機会とすることができた。

取組状況がわかる写真や資料を添付

▲避難者受入訓練への生徒の参加 ▲感染症対策に配慮した避難スペースの設定
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防災情報の収集方法講演会の開催 羽村市

近年、全国各地で豪雨災害が頻繁に発生しており被害も甚大なものとなっている。
梅雨時期等の出水期を前に、防災情報の収集方法について学ぶ講演会を実施した。

日時 令和4年5月28日（土） 午後2時～午後3時30分
会場 コミュニティセンター ３階ホール
講師 東京管区気象台 松野裕耶氏
内容 近年の気象に関するデータの紹介や、気象庁の「キキクル（危険度分布）」の活用方法など。
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市内の高等学校での防災講演会 あきる野市

市内の高等学校で防災教育を実施。

近年の災害を振り返りながら、災害から身を守るためにはどうしたらよい
かなどの講演を行った。

講演会の様子 講演資料の一部
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防災意識の向上を図るため防災講和に取り組んでいます。 瑞穂町

取組の実施内容を記載
〇令和4年度は、現時点で、小学校の防災講和、中学校PTAの防災支援、町内会の防災イベン
トの支援等を行った。

〇応急給水栓やマンホールトイレ、防災行政無線等の災害時使用する資機材を紹介した。

瑞穂第一小学校 瑞穂第四小学校
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水害ハザードマップ作成、改良と周知 瑞穂町

○外力を想定最大規模降雨とした洪水ハザードマップを作成

洪水ハザードマップ添付

○住民全員に周知をしてもらうため、全戸配布を行った。

○ハザードマップでは、地図面では、危険地区・避難所等を記載し、また情報面では、防災情報や
発災後の対応等について記載しました。
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要配慮者利用施設における避難確保計画作成等の促進 瑞穂町

〇地域防災計画に位置付けられた土砂災害警戒区域内の各要配慮者利用施設管理者に対し、
周知をし、避難確保計画の作成支援を行いました。

資料5-2



ハザードマップの作成、改良と周知 日の出町

取組の実施内容を記載

〇外力を想定最大規模降雨とした洪水ハザードマップ及び土砂災害警戒・特別警戒区域を盛り
込んだ土砂災害等ハザードマップを現在作成中

取組状況がわかる写真や資料を添付

現行日の出町土砂災
害等ハザードマップ
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個別避難計画の策定推進 檜原村

避難行動要支援者の個別避難計画の策定推進

○令和４年度より避難行動要支援者の個別避難計画を策定している。

○個別避難計画の策定対象者は、施設入所者を除く要介護１～５及び身体障がい者手帳１級又
は愛の手帳１級の所持者。

○村の福祉部局である「福祉けんこう課」と連携し、避難行動要支援対象者へ個別に名簿への登
録、計画策定の同意を働きかけた。

○計画策定の同意を得た順に避難行動要支援者の個別避難計画の策定を進めた。

○計画の策定にあたっては、村内外の福祉事業者６事業者と契約を行い、ケアマネージャー等の
専門的な知見を得ながら、対象者の状況や村の災害特性を踏まえた計画の策定を行っている。

○令和４年度は５０件の個別避難計画を策定予定。
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風水害（台風）を想定した防災訓練 奥多摩町

毎年度９月に震災を想定して実施していた町総合防災訓練について、令和４年度は、初めて風水害（台風）を想定
した訓練を行った。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、住民の避難訓練は実施しないこととしたが、役場における災害対策
本部設置訓練及び各地域の自治会役員（自主防災組織）による災害応急対策訓練を実施した。
○災害対策本部設置訓練では、理事者、課長職、消防団長、奥多摩消防署長が役場に参集し、災害対策本部会
議（訓練）を実施。

○各地域の自治会役員（自主防災組織）による災害応急対策訓練では、本部会議終了後に町課長職が地域に
赴き、実災害時の避難情報発令の考え方やその他依頼事項等を伝達。

災害対策本部会議（訓練）資料災害対策本部会議（訓練）の様子
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